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 要 旨   
目的： 
喫煙とアルコール摂取量は各種疾病罹患と死亡の２大危険因子であり，互いに強い相関

がある。喫煙者の飲酒が禁煙をより困難にしているかどうかについては結論が出ていない。

そこで本研究は，一般住民においてアルコール摂取と禁煙の可能性が時を同じくしておこ

るのかを明らかにすることを目的とした。 
方法： 
ドイツにおいて一般的な開業医で登録された 50-74 歳の一般住民を対象とした ESTHER

研究のベースライン調査時に禁煙者であった 4576 人を回顧的に分析した。生涯のアルコー

ル消費は，20 歳，30 歳，40 歳，50 歳と登録時の飲酒量を問う項目を含む質問票から得た。

アルコール摂取量の自然な経時変化を含む分析を拡張 Cox 比例ハザードモデルでおこな

い，喫煙開始から禁煙までの時間をモデルに利用した。 
結果： 
生涯非飲酒者を対照として，潜在的な交絡因子を調整した禁煙の相対危険度(95% CI)は，

1 週間あたりのアルコール摂取量 1-39g で 1.17（1.02-1.34），40-99g で 1.36(1.20-1.55)，
100-199g で(1.27-1.66)，200g 以上で 1.32（1.13-1.53）だった。このパターンは詳細な感

度分析をおこなっても変わらなかった。 
結論： 
アルコール摂取と喫煙の同時発生についての分析結果は，一般住民における一般的な低

または中程度のアルコール摂取が非臨床の現場において，禁煙を実際に促進したかもしれ

ないことが示唆された。 
 

 




